
71

7273

76

80

75

79

74

78 77

　

学
生
時
代
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

バ
イ
ト
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
試
験
が
近
づ
く
と
連
日
徹

夜
で
勉
強
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
管
理
会
計
の
奥
村
輝
夫
教
授

の
ゼ
ミ
第
一
期
生
な
の
で
す
が
、
奥

村
先
生
は
、
私
の
よ
う
な
バ
イ
ト
に

明
け
暮
れ
て
い
た
不
ま
じ
め
な
学
生

に
対
し
て
も
、
と
て
も
温
か
く
接
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ね
（
笑
）。

　

社
会
人
と
な
っ
た
一
九
八
一
年
、

入
社
し
た
日
本
ゴ
ム
（
現
・
ア
サ
ヒ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
は
ラ
イ
セ
ン

ス
ブ
ラ
ン
ド
中
心
の
靴
メ
ー
カ
ー
で

し
た
。
ナ
イ
キ
の
日
本
で
の
独
占
販

売
権
と
委
託
生
産
を
請
け
負
い
、
世

界
一
の
ブ
ラ
ン
ド
へ
成
長
す
る
過
程

を
間
近
で
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
と

て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
九
八
年
、
当
社
は
倒
産
の

憂
き
目
に
遭
い
ま
す
。
創
業
者
一
族

に
よ
る
放
漫
経
営
が
原
因
で
し
た
。

　

会
社
更
生
法
の
適
用
を
受
け
、
再

建
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
従
来
の
ラ
イ
セ
ン
ス
ブ
ラ
ン

ド
を
中
心
と
し
た
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
か
ら
自
社
ブ
ラ
ン
ド
強
化
と
い
う

路
線
転
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
靴
を
通
じ
て
日
本
の
健
康
づ
く
り

に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
企
業
理
念
に

掲
げ
、
新
ブ
ラ
ン
ド
の
「
快
歩
主

義
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
商

品
は
、「
水
に
浮
く
ほ
ど
軽
く
、
脱
ぎ

履
き
が
ラ
ク
で
、
つ
ま
ず
き
に
く

い
」
こ
と
が
特
長
の
高
齢
者
や
介
護

用
の
シ
ュ
ー
ズ
。
す
で
に
累
計
三
八

〇
万
足
超
を
販
売
す
る
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ひ
ざ

の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
、
筋
肉
を
強

化
す
る
「
ア
サ
ヒ
メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
ォ

ー
ク
」、
抗
菌
・
防
カ
ビ
効
果
の
あ

る
「
コ
ー
キ
ン
マ
ス
タ
ー
」
な
ど
、

産
・
学
・
医
の
共
同
開
発
に
よ
り
、

靴
の
健
康
・
快
適
分
野
に
お
い
て
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
を
世
に
送

り
出
し
て
き
た
の
で
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し

た
「
一
〇
〇
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ

る
世
界
不
況
の
な
か
、
い
ま
だ
更
生

会
社
と
し
て
、
赤
字
経
営
は
絶
対
許

さ
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
〇
八
年
度
は
、
売
上
高

二
四
〇
億
円
、
経
常
利
益
は
五
億
九

三
〇
〇
万
円
、
先
の
三
ブ
ラ
ン
ド
は

い
ず
れ
も
売
り
上
げ
増
と
な
り
ま
し

た
。「
更
生
計
画
の
早
期
終
結
を
実
現

す
る
た
め
に
三
年
以
内
に
必
ず
結
果

を
出
す
」
と
い
う
社
長
就
任
当
初
の

目
標
は
、
必
達
し
ま
す
。

　

在
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

就
職
な
ど
大
変
な
時
期
が
続
き
ま
す

が
、
明
確
な
目
標
を

持
ち
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
成
功

の
反
対
は
失
敗
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
な
に

も
し
な
い
こ
と
」
な

の
で
す
。
失
敗
す
る

こ
と
自
体
、
決
し
て

恥
ず
か
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、
何

事
に
も
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

社
長
就
任
時
の
公
約
ど
お
り

「
三
年
以
内
に
結
果
を
出
す
」

方
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
刀
身
彫
刻

の
大
家
、
苔こ

け
く
ち口

仙
琇
師
で
し
た
。

　

内
弟
子
に
な
っ
て
か
ら
五
年
目
。

師
の
許
し
を
得
て
初
め
て
刀
剣
を
彫

っ
た
と
き
は
、
ま
さ
に
身
の
震
え
る

思
い
。
そ
の
と
き
す
で
に
大
学
を
卒

業
し
て
一
五
年
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
も
の
で
す
。
学
生
時
代

は
自
分
の
将
来
な
ど
杳よ

う

と
し
て
見
え

な
か
っ
た
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か
、

指
で
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
刀
身

彫
刻
師
を
生
業
と
し
て
い
る
の
で
す
。

人
生
、
案
ず
る
な
か
れ
。
青
春
の
真

っ
た
だ
中
で
、「
こ
れ
だ
」
と
思
っ
た

と
き
は
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
め

ば
い
い
の
で
す
。

お
り
、
環
境
に
大
き
な
負
荷
を
与
え

る
と
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
点
、
無
添
加
石
け
ん
を
使
っ
た

「
ミ
ラ
ク
ル
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
環

境
・
技
術
面
に
お
い
て
世
界
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

　

現
在
、
地
元
の
大
学
と
連
携
し
て

森
林
火
災
に
使
用
で
き
る
消
火
剤
の

研
究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
と
い
う
の
は
企
業
と
は
異
な
る

視
点
や
観
点
を
持
ち
、
私
自
身
と
て

も
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

学
ぶ
姿
勢
は
、
社
会
人
に
も
必
要

な
ス
キ
ル
で
す
。
在
学
中
に
そ
の
基

礎
を
つ
く
っ
て
お
く
と
、
社
会
に
出

て
か
ら
必
ず
役
立
ち
ま
す
よ
。

い
て
く
れ
た
の
も
、

あ
る
刀
剣
研
究
家

の
方
で
す
。
そ
の

い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
『
経
営
戦
略

論
』
は
、
た
ま
に
読
み
返
し
て
い
て
、

そ
れ
が
経
営
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
ね
。

　

私
が
自
ら
に
課
し
て
い
る
の
は
、

ま
ず
、
先
代
が
苦
労
し
て
築
き
上
げ

た
無
添
加
石
け
ん
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
誇
り
と
地
位
、
理
念
を
守
る
こ
と
。

そ
し
て
、
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦

す
る
こ
と
で
す
。
当
社
の
無
添
加
石

け
ん
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
消
火
剤
、

「
ミ
ラ
ク
ル
フ
ォ
ー
ム
」
も
そ
の
一

つ
。
従
来
か
ら
あ
る
欧
米
の
消
火
剤

に
は
、
合
成
界
面
活
性
剤
が
入
っ
て

福岡県出身。無添加石けんメーカーのパイオニ
アであるシャボン玉石けんに入社。父・光德氏
（故人）の後を継ぎ、07年に同社社長に就任。
無添加石けんをベースとした消火剤は、国内外
からも注目を集めている。

東京都出身。82年刀身彫刻の第一人者、苔口
仙琇氏に師事。87年、新作名刀展・刀身彫刻
の部で優秀賞を受賞。その後も創作活動ととも
に国内外の実演会なども精力的に展開。埼玉県
銃砲刀剣類登録審査員も務める。

生
時
代
は
奔
放
に
生
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
芸
術
の
世
界

大
の
と
き
に
使
っ
て
い
た
教

科
書
は
、
い
ま
だ
に
持
っ
て

　母校の専大附属高校での教育実習
が特に思い出に残っています。実際
に生徒を受け持ったことで、ほかで
は得られない貴重な経験ができまし
た。そのときに学んだ「自分を客観
的に見る目」と「人前に立つ度胸」
は、声優の仕事をするうえでも、と
ても役立っています。

　板坂ゼミで、歌舞伎など古典文学
を鑑賞したり、アルバイトで劇場の
場内案内をするうちに、歌舞伎の裏
方の仕事に強く引かれるようになり
ました。床山の修業は厳しいもので
すが、在学中から先入観なく歌舞伎
の世界になじんでいたこともあり、
今も心から仕事を楽しんでいます。

　専大で学んだ「質実剛健・誠実力
行」の精神は、今も心がけています。
顧客の立場に立って、求められるサ
ービスを提供し、役務に見合った対
価を頂戴する。こうした私の仕事観
も、学生時代に育まれたものです。
今後も初心を忘れることなく、職務
に励みたいと思います。

　よく神田キャンパス近くの古書店
街巡りをしていました。同級生が就
職活動をしている時期にも、本を読
んでいるような学生でしたね。多く
の本を読み、映画を観て、いろいろ
なことを考えました。大学時代に培
った人生観・価値観がそのまま今の
人生につながっています。

東京都出身。大学4年時にア
ニメ「はっぴぃセブン」の中学

生役でアフレコデビュー。06年に放送され
た『ゼロの使い魔』シリーズで人気を博す。
大学在学中には高校の教員免許を取得。

千葉県出身。在学中は板坂則
子ゼミに所属。卒業後、歌舞伎

界で唯一の女形専門の床山である光峯床山に
入社。08年には中村勘三郎主演のヨーロッ
パ公演に参加。全国の劇場で活躍中。

京都府出身。丸万証券、日本
電気情報サービスを経て、03年、

ソフトブレーンへ。ホワイトカラーの生産性
向上のためのコンサルティングや開発業務な
どに携わり、08年より現職。

埼玉県出身。05年『蟬しぐ
れ』（黒土三男監督）で撮影監

督デビュー。同作で第29回日本アカデミー
賞優秀撮影賞を受賞。最新作『ばかもの』
（金子修介監督）が来年公開予定。

　ゴルフ部での活動に明け暮れた4
年間、勉強はほとんどしなかったで
すね（笑）。でも、ゴルフを通じて
多くのことを学びました。4年生で
女子部の主将を務めたのは、貴重な
経験です。卒業後は、一般企業への
就職も考えていたのですが、心機一
転、歯科医の道へ進みました。

　美術部の活動に熱中した4年間で
した。部長を務めた4年生のときの
学園祭で、校門を装飾するアーチを
作ったことが、特に思い出に残って
います。何日も徹夜して、いい作品
ができました。学生の皆さんには、
一つでいいので、全力で打ち込める
ものを見つけてほしいですね。

　専大の自由な雰囲気が、私の個性
を育ててくれました。同時に自覚の
意義も学び、在学中は休むことなく
大学に通いました。卒業後は、子ど
もの頃から続けてきた「書道」が私
の人生となり、現在は作品制作、会
の運営に当たっています。まさに
「継続は力なり」と感じています。

東京都出身。専大卒業後、鶴
見大学歯学部で学ぶ。95年、

埼玉県浦和市（現・さいたま市）に、ほり歯
科医院を開業、現在に至る。08年より日本
大学歯学部の講師も務める。

広島県出身。高校時代に二科
展に入選。大学卒業後、製菓会

社ピアザの社長として洋菓子を研究しながら
絵を描き続ける。50歳を機に絵画に専念。
ニューヨークに3年滞在、現代美術を学ぶ。

埼玉県出身。卒業後、吉田プ
ラ工業に就職。61年、全国勤

労者美術展で労働大臣賞受賞。現在は、毎日
書道会理事、全日本書道連盟監事などを兼任、
国内外の書道の啓蒙・発展に尽力する。

佐賀県出身。専大の奥村輝夫ゼミ第1期生。
81年に日本ゴム（現・アサヒコーポレーション）入社。
輸出部に配属される。海外調達部長などを経るも、
同社は98年4月に倒産。
会社更生法の適用を受け、再建に臨むなか、
08年3月より代表取締役社長に就任。
代表的なブランド「快歩主義」は
累計388万足を販売。

学専
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
絵
画
や
彫
刻

の
先
生
に
会
っ
た
り
、
よ
そ
の
美
術

学
校
の
授
業
を
こ
っ
そ
り
受
講
し
た

り
。
撮
影
所
や
ア
ン
グ
ラ
劇
団
の
裏

方
な
ど
も
や
り
ま
し
た
。
と
に
か
く

興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
な
ん
に
で
も

首
を
突
っ
込
む
。
そ
こ
で
、
新
た
な

人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
。
そ
の

人
と
の
縁
が
、
私
の
人
生
の
原
型
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
刀
身
彫
刻
の
世
界
に
導

第　　回

ニ
ッ
ポ
ン
の
底
力
を
支
え
る

現
場
の
創
意
と
工
夫

変
貌
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、優
れ
た
技
術
や
製
品
を
開
発
。

新
た
な
作
品
を
世
に
送
り
出
し
、あ
る
い
は
変
わ
ら
ぬ
伝
統
や
文
化
を
守
り
続
け
る
。

創
造
し
続
け
る
専
修
大
学
の
卒
業
生
一
〇
人
の
叡
智
。

創
造
が
織
り
成
す
文
化
と
モ
ノ
づ
く
り
の
叡
智

社 会 知 性 の
チ カ ラ

日本を変える、
世界を動かす！

第　　回

日本日本日本を変える

専修大学
 創立130年
記念企画

刀身彫刻師

橋本琇
しゅう

巴
は

（1972年経済学部卒業）

シャボン玉石けん 代表取締役社長

森田隼人（2000年経営学部卒業）

学生時代の奔放な
生き様と人との縁が
今の自分の原点

社会人になっても
常に学ぶ姿勢を
持ち続ける

床山（演劇結髪）

関 史
（1998年文学部卒業）

ソフトブレーン 代表取締役社長

秋山真咲
（1989年経済学部卒業）

声優

井上奈々子
（2006年文学部卒業）

フリーカメラマン

釘宮慎治
（1987年法学部卒業）

画家

藪野圭一
（1963年商経学部卒業）

書家

林 昇一（竹聲）
（1957年商経学部卒業）

伝統と革新が
融合する文化、
そして技術
―専大で見つけた
人生の道しるべ

アサヒコーポレーション
代表取締役社長

坂本健児
（1981年商学部卒業）

成
功
の
反
対
は
失
敗
で
は
な
く

「
な
に
も
し
な
い
こ
と
」で
す

歯科医師

堀 真実
（1985年商学部卒業）
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